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Internal Structure of Subjective Person





Faculty of Education for Human Grouth
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Abstract：In the rapidly changing situation toward globalized and knowledge-based society,the most crucial competency 
of people should be“subjectivity”. But many people might be not subjective nor independent but a“pawn”, that is 
“dependent person on outer social expectency system”. Cross-examination of the dependent person and the subjective 
person from the view-point of psychological structure of inner world, especially inter-relationship among unconscious 
core-self and conscious world and outer social expectation system.




























































































































































































































































































































































年。ここでの引用は、訳書の p7 ～ 8。
（注２）ＯＥＣＤ（経済開発協力機構）は、加盟各国が
参加した「コンピテンシーの定義と選択」プロジェク
トを 1997 年から始め、「個人の人生の成功と社会の持
続的発展に貢献できる上で鍵となる能力（キーコンピ
テンシー）」として、次のような３つのカテゴリーに
わたる９種の能力を挙げている。
　　（１）社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に
活用する能力
　　　Ａ　言語、シンボル、テクストを相互作用的に
活用する能力
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の認識
［図 3－ 1］　自己主張型人間（困った「指し手」）の基本的在り方
［図 3－ 2］　仮面・素顔分離型人間（小利口な「指し手」の基本的在り方
6　　　Ｂ　知識や情報を相互作用的に活用する能力
　　　Ｃ　テクノロジーを相互作用的に活用する能力
　　（２）多様な社会グループにおける人間関係形成能
力
　　　Ａ　他人と円滑に人間関係を構築する能力
　　　Ｂ　協調する能力
　　　Ｃ　利害の対立を御し、解決する能力
　　（３）自律的に行動する能力
　　　Ａ　大局的に行動する能力
　　　Ｂ　人生設計や個人の計画を作り実行する能力
　　　Ｃ　権利、利害、責任、限界、ニーズを表明す
る能力
（注３）経済産業省が 2006 年に公表した「社会人基礎
力」では、次のような資質・能力の項目が挙げられて
いる。
　　（１）前に踏み出す力（アクション）
　　　　　主体性［物事に進んで取り組む力］（指示を
待つのではなく自らやるべきことを見つけて
積極的に取り組む、等）
　　　　　働きかけ力［他人に働きかけ巻き込む力］
（「やろうじゃないか」と呼びかけ目的に向
かって周囲の人々を動かしていく、等）
　　　　　実行力［目的を設定し確実に行動する力］
（言われたことをやるだけでなく自ら目標を
設定し失敗を恐れず行動に移し粘り強く取り
組む、等）
　　（２）考え抜く力（シンキング）
　　　　　課題発見力［現状を分析し目的や課題を明
らかにする力］（目標に向かって自ら「ここ
に問題があり解決が必要だ」と提案する、等）
　　　　　計画力［課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし準備する力］（課題の解決に向けた
複数のプロセスを明確にし「その中で最善の
ものは何か」を検討しそれに向けた準備をす
る、等）
　　　　　創造力［新しい価値を生み出す力］（既存の
発想にとらわれず課題に対して新しい解決方
法を考える、等）
　　（３）チームで働く力（チームワーク）
　　　　　発信力［自分の意見をわかりやすく伝える
力］（自分の意見をわかりやすく整理した上
で相手に理解してもらえるように的確に伝え
る、等）
　　　　　傾聴力［相手の意見を丁寧に聴く力］（相手
の話しやすい環境をつくり適切なタイミング
で質問するなど相手の意見を引き出す、等）
　　　　　柔軟性［意見の違いや立場の違いを理解す
る力］（自分のルールややり方に固執するの
ではなく相手の意見や立場を尊重し理解す
る、等）
　　　　　状況把握力［自分と周囲の人々や物事との
関係性を理解する力］（チームで仕事をする
とき自分がどのような役割を果たすべきかを
理解する、等）
　　　　　規律性［社会のルールや人との約束を守る
力］（状況に応じて社会のルールに則って自
らの発言や行動を適切に律する、等）
　　　　　ストレスコントロール力［ストレスの発生
源に対応する力］（ストレスを感じることが
あっても成長の機会だとポジティブに捉えて
肩の力を抜いて対応する、等）
（注４）梶田叡一「自己意識と有機体自己と社会的自己
と」『奈良学園大学紀要』第２集，2015 年，3 月，p43
～ 49．
（注５）梶田叡一『内面性の心理学』大日本図書，1991
年，p92 ～ 109，を参照。
